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NGC2264は、Mon	
  OB1巨大分子雲複合体の東に位置し、多くの若い星団が属している。この領域ではCOやCS	
  などの多くの分子輝線が検出され、星の初期進化、星形成
の研究を目的として観測が行われてきた。これらの研究の中で、COのアウトフローに関係するNGC2264-­‐Cという領域の存在が明らかにされた。Pere;o	
  et	
  al.	
  (2006,	
  2007)に
よって、NGC2264Cには13個のコンパクトな高密度コアがあることがわかった。この領域には水メーザーが付随し、我々はその増光を確認したため、我々はVERAを用いて
星形成領域NGC2264Cの年周視差を計測した。2009年9月から2010年 12	
  月まで約 1ヶ月おきに計 13	
  回のモニター観測を行い、年周視差の計測に成功した。 得られた年
周視差は1.365±0.098	
  mas	
  であり、距離に換算すると 738+57	
  pc	
  に相当する。この領域の距離は測光学的距離に基づいて∼700	
  –	
  800	
  pcが用いられているが、我々が求め
た距離は測光学的距離を支持する。VLBIによるマッピングの 結果、検出された2つの水メーザー源はそれぞれミリ波連続波源 CMM4	
  の南に位置するダストコア中の X	
  線
天体とセンチメートル連続波源 VLA3	
  に付随することがわかった。センチメートル連続波源 VLA3	
  に付随するメー ザーは 150	
  km	
  s−1	
  程度の高速度の特異運動を持つことが
わかった。CMM4Sの減光量はX	
  線から AV	
  =	
  170	
  (81	
  –	
  290)	
  mag	
  とかなり大きい。以下の４つの事実はFeature	
  1の励起星がClass0	
  天体であることを示唆する。1)近・中間赤
外線では見えないこと、2)密度が十分に大きいこと(〜106	
  cm-­‐3)、3)水メーザーが付随すること、4)柱密度がかなり大きいこと。	
  

星形成領域NGC2264Cで発見されたXX
線�放射を伴うクラス０天体候補  
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  observa-ons	
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  VERA	
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■熱的放射等との比較	
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2.Observations	

NGC2264(Spitzer,	
  NASA)	


1.Introduction	


CMM4S	


 FMS2-1269	


　　1)近赤外・中間赤外で非検出(左図)	
  
　　2)エンベロープの密度(>106	
  cm-­‐3)	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  3)水メーザーが付随	
  
　　4)エンベロープの柱密度(〜1023	
  cm-­‐2)	
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■赤外線との比較	
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背景画像:(a)(b)近赤外2.2μm	
  
　　　　　　	
  (c)(d)中間赤外11.9μm	
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・特異運動が大きい	
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